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北海道に於けるカラスの被害と

その防除の研究 C1 J 

カラスの生態研究の概要

犬飼哲夫・紳野次郎・芳賀良一

〈北海道大型善農懇部動物息数案〉

Studies on the Damage done by the Crow in Hokkaido 

and Methods of Destruction. 

By 

TET日UOINUKAI， JmδKANNO and R¥'oWIIl H相A
(Institute of Zoology， Fa巴uLAgr.， Hokkaido Univ.) 

緒言

北海道に産するカラス麗 (CorvusL.) 

カラスの集閣に閲する淑凝

カラスの苓嫡

カラスの食性

緒 冨

北海道に於てはカラスは本州方面の{riJ底より

も多敢に棲息し，特に人家附近に集中する傾向が

あって野nの中でも我々の生吊・に開係が深い。北
海道の問桁初期1にはカラスは開墾地に現れ農作物

を荒し到I!路では小児が殺された.fIi-があり，著しい

害を被った。時の官臆開拓使はカラスの捕獲とそ

の卯の採取を奨励して駆除に7Jめた。 日日ち l明治

10年3月には札幌支府、はカラス 1羽につき 4銭，

卵1倒につき 4銭を支給する':lilJI立を設け， 同11

年 1月より函館支臨もとれを賞施し， 11月には根

室支臨もとれに習った。拍拡1'(上げられたカラス

及び、その卵の教は次去の如くでるる。

4年11Ilvc捕獲されたカラスは 5j者 5 千~~を越

え，卵は 2高以上が搾取破壊されたのである。と

のH日l度は明治 15!.r-開拓使が三鯨制に移行してか

らは廃止された。その後もカラスの被害は依然と

して起り明治 381，r頃の記事に(河野常吉氏メモ
より)小樽i1i内では J~j.i~墳の鶏卵を盗み， 油拐を控

い1./1](0玉鵠黍，西洋梨や林檎を食守したとるる。

近年に至って北海道ではカラスの被害は往時

と具り，いろいろな形態で現われ，各方同からそ

の腕除が要望されている。著しい被害は十勝方面

のミfi弘i黍の播租後にカラスに護牙したばかりの時
に引き取られ， :tlJ.播粧を徐出なくされるととで，

漁村に於てもif!.¥強力11こL.物の食容が深刻で、，奥尻島

ではスルメの生産の!日~>~t!tとなり，部-， !T附近のトマ

トの食害，林檎闘の襲撃AE，頻々たる被害でるる。

然るに現在カラスの害が往年ほど民創に考慮され
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友いのは，被害が減少したのではなくて，食害を

受ける人が明治5年の総人口 5i湾人から昭和 27

年の 4百徐高に増加lし，昔は被害が集中的であっ

たため人々の注意を引いたが，現在では被害は分

散 1たためと思われ，被害総額に於ては寧ろ増加1

1ているものと推測される。とのためにある地方

に於てはある時丈に一倒人が莫大な容を受けるの

ーに隣接する人ぽ被害皆無と云う現象も屡々見られ

るのである。

一方に於てカラスが農耕地で害品を食い，林

野で野鼠を食うととが観察され，カラスの被害の

一方的な親察から，有益友商を無視して，斯る多

数のカラスの杢面的駆除が北海道の農林業に果し

て有効でるるか，そのために他の有害動物の護生

を促す傾向があるかどうかは充分に検討を要する

問題で，そとでカラスの生態の研究の裏付けを必

要とするのである。然しながら，たとえカラスが

全般から見て他の有害動物を抑制し，現欣でとれ

と均衡を保っているにしても，寅際に加害してい

る場合は仰人的担守は英大であるから，その駆除

を絶封必要とするととは吉を侠たない。

~h5';は斯る見地からカラスの生態を研究しつ

つ，有効なる駆除訟を講じようとするもpである。

現行泊三猿訟によればカラスはが'強応の一つで・

北海道に於ては 10月1日から 1月末日迄， 本州

に於ては 11月1日から 2月末日迄が， 狩1鼠朗で

あるが，農村に於てはおの播和明に被害が多いの

で，知事許可による有害.むとして狩1島県j外でも特

別に捕獲なし料るととになっている。

本研究は犬飼が野ig.的に資料を蒐集していた

が筆者の一入植[1野が最初!l{J，革1124!.ドに本格的に若

手しその後北海道科墜研究奨励費及び羽t強係の

援助を受け犬飼とううニ賀が縦続しているものである。

北海道に産するカラス属(CorvusL.) 

北海道に棲息するカラス民 (CοrVIIS) には」租

IUJち，ワグリガラス Corv削 coraxbehringianus Dv-

IlOWSKT，エゾハシプ 1・ヵ守ラス C.coro・zoidrsjatollensis 

BuNAl'AR'l、E，ハシボソガラス C.('oroilc ('οrO!1C L. 

コクマルガラス C.dauurIC/lS dauriC/ls PA1.1 ，AS カ;~i~~

告されているが'(日本鳥類!こl銭1932)，とのうちワ

グリガラスは冬季に千品方面から，根室，北見，

ftlll路地方に飛来する各烏で現在は非常に少なく，

コクマルガラスも道内では近*殆ど見営らない。

大部分のカラスは，ハシボ、ソガラスとエゾハシプ

トガラス(以下ハシプトガラスと記す)である。北

海道及びとれに近接する諸品腕で被害のあるのは

との二者であるから余等の研究は従・ってとの2種

類に限る。

ハシブトガラスとハシボソガラスは一見大き

さに大差がないため7!定期中或は遠方から ζれを医

別するととは困難で，習性も大体似ているため，、

雨種を混同するととが多い。探し雨程は詳細に観

察すると，生態上異る賄も殻見される。その結果

は逐次殻表するが現在迄に得た大様を弐に記する。

カラスの集圏に闘する観察

初夏の産卵蕃殖明に分散していたカラえは8

月上旬から中旬に立り民立ち後の幼烏ほー圏とた

って行動し，親鳥から撫育されているが，中旬か

ら多くのカラスが集まってだんだん大きゑ集聞を

形成する。との際ハシプトガラスとハシボ、ソカヨラ

スは夫両.1-.は1ft:(1:している立11く見えるが，行動を

共にしながらも同和rWK自ら障壁があって，JW謂
「楼分け」が見られる。 9月中旬からカラスは，

岡町7与に夜は集国を作って時に集まる。との際も
ハシブトヵーラスとハシボソガラスは同じ樹林地に

泊るが，雨租が入り交るととはたく，各々集閤を

作って分れている。時はその後ばしばらく同一場

所を手1.lfJ1しているが，結封不務のものでなく，不

安なjfJ\~岳が出現するとやがて他に控える。例えば

札腕附近では最初布([物困に集まっているも0が相

官多いが，樹木の枯死を逃れて脅銃で迫うため初

めは執4幼く婚をを維持しているが， 11月になると殆
ど全部が札幌の西に営る凶山から藻岩山附近に移

動する。然し椛物園はiがlミ9J]中10には今迄は必

ゥ何時に利Fj1されている。

民!山のカラスは恐らく童文千に及ぶ大群でるる

が，やはりハシプトカボラスとハシボソガラ久は時

に於ても時み分けをなしている。との1洋は夜明け

と共K~~餌にlj\fを離れて凶散するが，若干は小集

匝lを作って庫芥拾場守;に索餌し， との時もハシプ
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トガラスとハシボソガラスは同一来餌143に飛ういす
るが，採食 ~I~ も Nij極が混合ナるととなく，場所的

に分れているのが観察される(第 1岡)。査IllJ分故

していたカラスは夕方は又同_.:1時に断るが， :l~f を

離れる時と， j:n~に帥る時の諸僚件については目下

調夜中で他日護表するととにする。

集闘を:作ったカラスは 2月中旬になると集国

を作りながらも，その中で2羽宛日AAに上空で飛

朔するものが多く見られる。恐らくとれは雌雄で

蕃殖期に入る市H&i:と忠われる。その後3月下旬頃

から大集国はだんだん解かれて各々遠方に分散し

て遣mずる。治巣は原則として集匝iでなすととな
く営巣場所に泊した場所の少ない時丈に科jk集図

ナる傾向が見られるが，とれとても冬季の大集国

の比ではない。

紳野が観察したととろでは薩文J島のカラスは

皆巣を香深村の標高 40-80mにあるトド松Iの森

林でなすが，ハシプドガ‘ラスとハシボソガラスは

同一森林に皆巣しているが，雨種は此庭でも混在

するととたし前者は各々その巣の1m隔は約 42-
62mで，集まって営Ji1している。然し後者はとの

群より凡そ 120m離れた場所に'営巣し，各々の間

隔はハシプトカ、、ラスと大差主主く 40-60mでるるo

カラスの蕃殖

4月になるとカラスは雌堆2羽宛つがいを作

って，営巣を1m始する。 .]1は多くは喬木の地上 10
-15mに作られ，外出は樹木のお!l;伎， 針金， 樹

皮で作り，内側に人の毛髪，よ!j毛， E事，笹ーの葉，
車!主主を月jい，ハシプトガラスで測定したものは外

経 380x450mmで内保は 220x 260 mm， 巣全体

の1手さは 120-140mm，産庄の深さは 70-100mm

でるった。ハシボソガラスでは略々とれと等しく

タトf宅は 370x 400 mm， 0H主は 210x 230 Il1 Il1 ， }l}f.さ

140 mm，産l主の深さは 70，....，100mmであった。ハ

シプトガラスの巣材料にJijいた針金は 12帯紘51

cm， 22呑繊の i2cmの物やトド松のおH校の長さ

32cm，コクワの草の 61cmの物などがあった。北

海道大事州内の巣(ハシプトガラス)の産rMは大串

病院の附近から集めた脆jmおilがた部分をなしてい
7こことがある。

産卵期はj，トi極共に 4月中旬から 5H l:t~旬で，

今迄に観察したととろではハシプトガラスの卯童文

は 3-5仰で，卵の大きさは大きな物で32.0x46.0

mm，小さい物で30.0x 42.0 mmで市背結色で・

招次色のJlE醍iがあり，褐色の*iIl斑が史にその上に

dうる。ハシボソガラスの卯はとれより柏々Jj、形で

27.0 x 42.0 mmのものがあった。

抱卵は雌がなすらしく，雄は巣の附近に警戒

の役に古っているものと忠われる。その日教はハ

シプトガラスでは仁部氏は 15日としているが余

等は未だ正確な観察をする機舎を持たない。但し

ハシボソガラスでは 18，....，19日であった。 勝化直

後の雛は殆ど裸体で羽;域は青色b市;びている。育

雛は雌雄共I，'rjで、なし， 巣立ちは雨種共に 33-34

日で，その時は雛は親と同じ大きさに詑している。

然し巣立後も雛は相官期間観に詫われているのが

観察され，親から完全に調立して*餌するのは9

月中旬以後である。

カラスの食性

カラスの消化器の解剖撃的所見によると，肉

食性と殻食性の鳥類の中IUJにあって，雑食|主でる

るととが判る。QfJち食i立は喋嚢を快くが実物で充

満膨大し，カモ類の如くで，砂嚢はタト形は=ワト

リに似ているが完全なIr万円ではたく，筋肉の護法

が極めて貧弱で円干[を:Wとく。又盲腸も，左右ー封
を有するが;長さは 14mm位である。

食物の都知は非常に炭範位lに豆り，勤前物を

混合しc 動物の民体，腐肉を貧し又生きているノj、

動物も食う a

ハシブトガラスの成体の飼育i~j\~ß!によれば燕

姿を飼料とした場合の 1日の嬬取量は 22-27gr. 

で休民i:1 kgに封し 28gr.指取となる。又玉渇黍は

1日-+'.均体主 1kgにつき 48gr.の1)主Jf;zであった。

カラスの棲息、ずる環境及び季節によって食物

の組事!が犬々兵るが，ハシプトガラスとハシボソ

ガラスのli¥lKは食性J二の著しい主はない。

原外でカラスの慌食欣態を観察したえ級を述

べると 11JJ 12 n 1月2月の冬季liIJはカラスは人
家ド付近付に-nilEjJ山11(.]-近に集合して， i--:として人家

の肢漬物の 11-1から長物を来めている。海;;-:地}Jで
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は漁場の践棄物vz::集まり， f!.J，の内臓を食い叉)孟々
乾ffAを盗み食う。農家附jJj:.でば版，実， 31忠実，ヨ三

掲黍 ~I塚み， rÆl~f:でJ-:記の食物にさえ窮する n寺i式

名おliの樹木に落ち十に残っている貨を食い，ヱゾ

エワトコ，ナナカマ r，ハリギワ，アズキナシ，
-jT-ンザ、シ， キワダ， ツルウメモドキ等に虫目立ょして

i琢食している。冬季には飢餓で死んだ1[1，1休も往々

にして護見され，食物に最も窮する時季でるる。

4月5月には市街地で断食もするが，蕃殖期

で最初は播江fされた作物の郁子や設茅したばかり

の稚苗を宣容され農家では大被害をと受けるととが

あるが，だんだんに動物性食物の!品取率が多くな

り，その頃産卵しているllti-品やその卵を襲い，鶏

卵等も盗むようになる。 ß)Jí )j 8 月の育お~t刃!に

はカラスは動物性食餌の傾向が期1ぎとなり，見品

守;のノj、動物を多く食い，ノj、烏の雛も襲う o 巣立ち

後の若鳥の養育期もとのW(態が椋き 8H上旬には
地中から議い/1¥す昆品類を多く主い，セミの肱皮

誌なのものやカミキリの将貨が屡々見られ，樹j二の

ケムシの鮪， ミノムシ子会も踏んに食われるo

8月下旬から杭物性食餌が再び、現われ， リン

ゴその他の来置を食害し， ミズキ，ヤマウルシ，

イボタなどの米熟の貨を啄む。 9月 10月にはと

の傾.向が続々明瞭となり，各都の農作物が食われ

西瓜，南瓜，ウリ類， トマト，米萎， '.B:類に被害

がるり，来賓も食容される。との頃に叉花J'i-類を

r 

1'lH~i- る。

北海道各地で i)JJ:il)にリンゴの袋掛けをな

じたものが 4侍にカラスにより啄み取られて大害

を交けるととがあるが， との意義については今後

迫及してみる珠定である。叉手話の耕作!明にカラス

が土中の昆品の幼品類を好んで、啄食するが，三長径j

黍の:設芳二期のものを引き抜いて枯死せしめて， )黄

大主主地岐に著しい被害がるり，農家の悩の訴とな

っているが，一方にはとれにより土中の昆品配探

し求めると云う観察もあるので，他日との思liも明

瞭にしたい。

ダくにカラスの胃 Îl容物の検討によりその食性

を見るに非常に民範lがの主M-で・あるととが宇IJるo

今迄に蒐集した材料によりその食物の種類を奉げ

るとそヂくの如くである。

l晴乳類 家斉、のi札ネズミ，毛，爪

鳥 類 卵殻Fi-，羽毛

魚 ?草 魚骨，鱗

f4品類 キンパエの成総及び幼品，セミの幼議及

び成品s クワガタムシ，カミキリ

クモ類 クモ

可1す主要E カニ

腹足類 ムラサキイガイ

植 物 阿瓜，南瓜，ウワの穂子，エゾユワトコ

の干電子， 馬鈴若" イボタの干電子， ミズキ

の干草子・， ヤマウノレシの干電子， プドウの干重

子，腕豆のli"r片，大豆昨Jr，アグキナシ

〆
第 1m量 〔態境捻場に於けるカラスの1洋〕 主としてハシプトガラスの群 主としてハシボソガラスの群〔数はタない〉
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の果賞及び精子，ナナカマドの果質&.び

平!lFi-，サクラの碕子，サンザシの同r，
Fンゴの巣I会:li皮rY碕C{_，ウツギの干.Fr，
ヨプシの干電子， オホパメギの干電子， ソノマ，

クワの干ifi:J-，精米，籾，小多，燕多，玉

樹黍，裸$，針葉樹及ひ模農業樹の菜Jl・

但し地物性食餌はjj'j化後に凝った純子ーが多<， j実際に

食われているのは果肉であることは勿論である。

Summary 

At the beginning of the settlement of Hokkaido the damage of the crow on crops was very serious 

and so the government encouraged the people to destruct the cro¥'，-paying the bounty for the collection of 

eggs and birds. The damage has not been ceased since then. Though at present the amount of the loss 

by the crow is not much for each individual， the total damage in Hokkaido is not a little as the population 

has increased about 80 times as much as in the early days and the loss is scattered among many. The 

species of th巴crowidentified in Hokkaido are 4 of which the ]apanese jungle-crow， Corvus coronoides 
japonicus and the Carrion-crow， C. corone corone are the most abundant. 

The members of the family of the crow make a pack in their daily life from th"e beginning of August. 

However， the both species of the crow do not mix with each other in any time and in any place when 
exactly observed (habitate seggregation). From the middle of September the crow make a big flock， sometimes 
including thousands or more birds. At night they rest in the same wood and in the morning they go out 

for the feeding ground. The flock is broken gradually toward the spring and then each couple prepare 

the nest for breeding. The nest is found generally 10 -1.1) meters up on a big tree. The numder of the 

egg is 3-5. 

The crow is omnivorous in its food habits. Seeds and fruits of various trees， tomato， cucum ber， pumpkin， 

rice， corn， wheat， oat， bean， apple， grape， sometimes flowers in the garden etc. ar巴 attackedby the crow. 

Very often the crow is observed feeding on insects， spiders， crabs， fishes， rats， carcass etc. 

附記

1942の日本鳥類F1録によればカラスの皐名は次の女nく改められた。即ち，

ワタリガラス Corvuscorax kam tschaticus D YBOWSKI. 

エゾハシプトガラスはハシプトガラスで C.levaillantii japonensis BONAPARTE. 

ハシポ、ソガラス C.corone orientalis EVERSMANN. 

コク"v}レ力、ラス C.monedula dauuricus PALLAS. 


